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１．概要（Summary） 
 固体微小発光体の１つであるナノダイアモンド中

の NV センターを選定するために、本研究室では自作

の共焦点顕微鏡を用いている。この共焦点顕微鏡は、

発光波長と同程度の波長 635nm のレーザーを照射す

ることによってガラス基板に散布したナノダイアモ

ンドの位置を特定し、発光体の励起波長 532nm のレ

ーザーを照射することによってNVセンターの有無を

確認する。そのため、635nm と 532nm の 2 つのレー

ザーが同一対物レンズで試料の同一点を照射するよ

うに顕微鏡をアライメントしなければならない。これ

は、対物レンズで絞られるレーザーのエアリーディス

ク径と同程度のピンホールを用意し、2 つの波長で得

られるピンホールの透過光像が空間上で同一の位置

にあることを確認すればよい。しかし、市販のピンホ

ールは大きさが正確でないことと、厚すぎて透過光の

強度が弱くなるため、顕微鏡を正確にアライメントす

ることが困難であった。 
そこで、大きさが正確で厚さが薄いピンホールを作製

した後、共焦点顕微鏡のアライメントを行った。 
２．実験（Experimental） 
 20mm 四方のガラス基板上にｲｵﾝﾋﾞｰﾑｽﾊﾟｯﾀを用い

て厚さ 50nm のｸﾛﾑ膜を形成後、FIB-SEM(NB-5000)
を用いて Fig.1 の形状にクロム膜を除去することでピ

ンホールを作製した。その後、直径 1μm のピンホー

ルを用いて共焦点顕微鏡のアライメントを行った。 
 
 
 
 
 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 実際に作製したピンホールのうち、直径 1μm ピン

ホールの SEM 画像を Fig.2 に示す。また、共焦点顕

微鏡にピンホールをセットし光軸方向に 0.11μm ず

つ動かして直径 1μm のピンホールの透過光像を計

15 枚撮像した。この像の直径変化を Fig.3 に示す。

Fig.3 より、532nm、635nm ともに 7 枚目で透過光像

の直径が最小になっている、すなわち 7 枚目に焦点が

あることがわかる。さらに 7 枚目の 532nm、635nm
の像をそれぞれ Fig.4、Fig.5 に示す。Fig.4、Fig.5 か

ら 2つの波長において撮像面内において透過光の像の

中心位置が 0.1μm 以下の精度で一致していることが

わかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 
用語説明 

Fig.4 Transmitted 
light image (635nm). 

Fig.5 Transmitted light 
image (532nm). 

Fig.2  SEM image 

Fig.1 Whole structure of pinholes. 

Fig.3 Diameter change in 
the transmitted light 
image. 



NV センター： 
結晶において、規則的な結晶格子中であるべき原子が

ない状態、不純物原子で置換された状態などを点欠陥

という。この点欠陥は本来なら透明な結晶を着色させ

る要因になることがあるのでカラーセンター（色中

心）と呼ばれる。ダイヤモンドでは、炭素を置換した

窒素（Ｎ）とその隣に原子空孔（Ｖ）が存在するカラ

ーセンターをＮＶセンターと呼ぶ。 
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